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より良い自分になるために 

                                 校長  和 嶋 康 彦 

 日照時間が増え、厳しい冬の寒さも少しずつ和らぎ、春の兆しを感じられるようになり

ました。暖かさを感じるこの時期は、進級進学に向けた希望と惜別の季節でもあります。

学校の暦も残りひと月となりました。子どもたちとの何気ない一日一日、一時間一時間を

愛おしく感じ、「掛け替えのない出会いだった」と、感傷的になる季節です。 

 それと同時に、「○○ができるようになった！」「苦手なことが自然にできた！」「○○が

楽しくなった！」と、数多くの思い出がよみがえってくる季節でもあります。残りひと月、

子どもたちが、「この学級で良かった」「中士幌小学校で良かった」と言ってもらえる日々

を過ごしてほしいと思います。 

さて、２月３日（土）は節分でした。その前日低学年教室では「鬼退治」をしていまし

た。しかし、保育所等で行う“大きな姿の鬼”は見当たらなく、普段どおりの小学生と職

員がいる普通の風景でした。よく見ると、黒板には、「あなたの心の中にいる鬼はどんな鬼

ですか」という文字がありました。子どもたちは一人ずつ黒板の前に出て、自分の鬼（直

したいところ）を発表した後自分が描いた鬼を貼りその鬼に「マメ」をぶつけていました。 

 私はその様子を見ていて、大変驚きました。それは、低学年の子どもたちが自分の直し

たいところを正しく捉え、それを言語化し、仲間の前で公言しているのです。自分を正し

く振り返る「メタ認知」が、２年生の段階で備わっていたのに驚きました。 

 子どもたちの鬼は「ちょっと待って鬼」（ちょっと待ってと言い先延ばしてごまかす）や

「忘れ物鬼」、「なまけ鬼」など、さまざまな鬼がいました。私は、理由を語る子どもたち

の話に、思わず「なるほど」と相槌を打っていました。 

 自分の改善点に気づいたから、すぐに直せる訳ではないことを大人の私達は知っていま

す。でも、「変わりたい」「より良い自分になりたい」という根源的な願いは、子供や大人

を問わず誰の中にも存在し光り輝いています。私達は、その光に向かって進もうとする子

どもたちと伴走しながら励ます存在でありたい。そして、子どもたちには弱い自分と向き

合い、その自分に打ち克つ勇気を湧き出せる一人一人になって欲しいと願っています。 

 今年度も、残りわずかとなりました。保護者・地域の皆様には、日頃より本校の教育活

動にご理解とご協力を賜り感謝いたします。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
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令和６年度 北海道教育委員会教育行政執行方針 

Ⅱ 重点政策の展開 

１ 子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進 

２ 学びの機会を保障し質を高める環境の確立 

３ 地域と歩む持続可能な教育の実現 

先日、道議会で倉本教育長より令和
６年度教育行政執行方針が説明されま
した。 
本校では、令和６年度の学校経営方
針について、道や町の方針を踏まえ保
護者・地域、教職員の願い、子どもた
ちの実態を含め検討をしております。 
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                                                                            ＰＴＡ厚生部の 

                                                                            皆さんが主催の 

                                                                            「みかん拾い」 

                                                                            熊本県産のみかん 

                                                                            は甘くて美味しか 

ったです。 

 

体育実技研修（教育大連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 14日（水）に北海道教育大学旭川校の高瀬淳也教授をお招きし、体育実技研修を行いました。

ゼミ生２名も一緒に来校し、全学級〔１・２年生（３校時）、５・６年生（４校時）、３・４年生（５校

時）〕を対象に授業実践をしていただきました。ボールゲームやゴール型ゲームを想定し、児童は「たく

さんの人に当てる」（ドッジボール）「パスをたくさんつなぐ」（ポートボール、フラッグフットボール）

をめあてに「どのようにしたらたくさんの人に当てられるか」、「どのようにしたらパスをつなげられる

か」を考え、試行錯誤しながら学習していました。練習する中でめあて達成のためのヒントに気付き、

みんなで共有し次の学びに活かしていました。体育の基本である身体を動かす運動量はしっかりと確保

されていますが、授業の中で思考力を働かせる時間や機会を設けられた授業でした。 

放課後には、教員を対象に今日の学習のねらいの説明や子どもの発達段階に応じた運動技能の習得な

ど体育の授業の在り方やこれからの体育指導の質の向上について研鑽を深めました。 

１月３１日（水）は、子どもたちにとって待ち望んでいた校内スケート記録会の日でした。子どもたちは今年

度の集大成の滑りをしようと、できる限り薄着（ワンピ）になり、気合いも十分でした。大勢の保護者の皆様に

も見守られ、自己新記録に挑戦する姿は、みんな輝いていました。終了後は、恒例の「みかん拾い」をしました。

スケートを滑るときの表情とは別人で、ニコニコの笑顔で安全にみかんを拾っていました。 

スケートシーズンは本当に短く、過ぎてみればあっという間の期間でした。しかし、この１ヶ月ほどで、子どもた

ちの滑りは大きく進歩しました。改めて、リンク造成・維持管理・紐縛り等多くの皆様のご協力により無事充実し

たスケート学習を終えることができました。本当にありがとうございました。 
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新一年生の一日体験入学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊学習（町複式集合学習） 

 

 

 

 

 

 

 

      科学展示室見学           天体観測          レクリエーション① 

 

 

 

 

 

 

 

レクリエーション②        朝のラジオ体操         科学実験学習 

  ２月８日（木）の午後から、５・６年生は上居辺小学校の５・６年生と一緒に、宿泊学習に参加してきました。集団

行動のため、時間を守ることや事前に振り分けられた役割を果たすことなど、自立した生活をするための学びが

たくさんありました。私が視察に行った夜のレクリエーションの場面でも、学校の隔たりなく接する子どもたちの姿

や、ゲームの進行や説明もスムーズに行うなど、楽しみながらも良い人間関係づくりを築いていました。６年生は

中学校へ進学の期待を、５年生は９月に予定されている修学旅行への期待を、それぞれ膨らませる機会となりま

した。４月からの新年度では、進級し新しい学年になります。新学年での再会が、待ち遠しいですね。 

令和６年度に入学予定の新１年生３名と、その保護者が２月６日（火）に来校していただき一日体験入

学・保護者説明を行いました。新１年生の皆さんが小学校に入ると、先輩の小学生が積極的に声をかけ、教

室に案内してくれました。それだけでなく、廊下を一緒に散歩するなど、楽しくて仕方がないようでした。授業

体験は体育館で、転がしドッジボールやハンカチ落としなどを行いました。保護者の皆様には、入学までの

準備について、小学校の一日や一年の流れについて説明を行いました。 

最後に玄関で新１年生３名をみんなで見送ったときのことです。 

「まだ学校にいたい！」「もっと遊びたい！」 

と名残惜しそうに帰っていく姿が印象に残りました。入学式まで一ヶ月余り。元気に入学してくることを、全校

児童と全職員でお待ちしています。✿✿✿入学式は、令和６年４月８日（月）の予定です✿✿✿ 
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議長、児童会三役        文化委員会三役        保体委員会三役 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 １日（金） ６年生を送る会、士幌高校卒業式 

       学校経営ミーティング 

３日（日） 小学生ミニバレー大会（総研） 

 ４日（月） 十複連役員会、（PTA 会計監査） 

５日（火） 全校朝会、（PTA会計監査） 

６日（水） 分掌会議 

７日（木） 全校参観日、PTA総会、学校運営協議 

会 

８日（金） 後期面談週間①、評価業務 

１０日（日） 町スポーツ・文化賞表彰式（総研） 

       みんなで教育を考える集い（総研） 

１１日（月） 後期面談週間②、清掃強化週間（～21

日まで） 校長会議、教頭会議 

１２日（火） 後期面談週間③ 

１３日（水） 職員会議⑰ 

１４日（木） 後期面談週間④ 

１５日（金） 後期面談週間⑤ 

士幌町中央中学校卒業式 

１８日（月） 通知表一覧提出 

１９日（火） 退任校長激励の会 

２０日（水） 春分の日 

２１日（木） 総練習、離任式、大掃除 

２２日（金） 第 119回卒業証書授与式、修了式 

２３日（土） 学年末・学年始休業～４/７まで 

２５日（月） 職員会議⑱ 

２６日（火） 指導要録提出日 

       士幌町中央中学校との引き継ぎ 

２８日（木） 転出セレモニー（11:00、学校） 

 

最後の参観日＆PTA総会 

３月７日（木） 

 13:10～13:55 参観授業 

 14:05～14:25 全体懇談会 

（体育館） 

 14:30～15:00 学級懇談会 

 （学校運営協議会は校長室） 

15:10～15:40 PTA総会 

（体育館） 

 この一年の子どもたちの成長をご覧

ください。詳しくは、学級通信をご覧

ください。 

第 119回卒業証書授与式 

３月２２日（金）１０：００～ 

 今年度の卒業生は４名。コロナ禍以

前のように、町教育委員会様より、ご

祝辞を頂戴する予定です。 

 ２月２２日（木）は、後期児童会総会（反省会
議）と令和６年度前期児童会役員選挙が行わ
れ、三役・文化委員会・保体委員会の反省報
告の後に、質問や意見を受け、それぞれ承認さ
れました。 
 終了後には、次年度の役員選挙を行いまし
た。会長に３名、副会長に４名、書記に２名が
立候補し選挙を行いました。複式の学校でこ
れほど立候補者が出たことは、私の教員人生
で初めてのことです。立候補した子どもたちは
「今よりももっと良い学校にするためのアイデ
ア」を「公約」として掲げ、立派に演説していま
した。 
残念ながら全員を当選させることはできま
せん。しかし、立候補したことに意味がありま
す。私は９人の立候補した子どもたち全員に心
から拍手を贈りたいと思います。また、このよう
な子どもたちが育っている中士幌小学校は、
本当に素晴らしい学校だと改めて感じました。 

 

選挙管理

委員の 

メンバー 


